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Ⅰ．2022 年度の活動方針  

1．リサーチャーの視野とスキルの拡張 
世界的にデータ・分析・インサイト産業の進化は加速している。インサイト産業には、膨大な

データを高速に処理するテクノロジー企業や、経営層への提言等を得意とするコンサルテ

ィング産業等も含まれる。 

このような異業種との競合の中でリサーチャーは、自身が会社経営のマインドを持ち、

MarTech といわれるテクノロジーを駆使し、企業の経営に資する提案力をつけていくことが

必要となっている。JMRA では、教育系の委員会、リサーチ・イノベーション委員会等で、本

来のリサーチ・スキルに加え、不足していたスキルを整理し、新たな教育プログラムを整備

していく。 

 

2．個人情報の保護と倫理規定の遵守 
2022年 4月に改正個人情報保護法が施行され、日々、個人データがいつ収集され、どの

ような目的で、どのように使われるのか、社会的関心が高まっている。本年 1月に JMRAが

発出した「非公正な「No.1 調査」への抗議状」は、さまざまなメディアにも取り上げられ、大

きな反響を呼んだ。JMRA会員社は、「マーケティング・リサーチ綱領」を遵守することで、商

品やサービスの不当表示から一般消費者の利益を保護し、リサーチの社会的重要性を高

めてきた。JMRA では、引き続き、コンプライアンス委員会、ISO／TC225 国内委員会、イン

ターネット調査品質委員会等が中心となり、リサーチプロジェクトの適法、公明正大、誠実、

客観性等の遵守に努める。 

 

 3．コラボレーションとコミュニケーション 
新型コロナウイルス感染症により、身の回りにさまざまな変化が起きているが、人間の価値

観や優先順位が根本的に変わったわけではなく、現在、我々の業界に起こっている変化

や拡大されていくインサイト産業、近隣産業とのコラボレーションも、大きな意味では「生活

者をもっと理解する」上で必要な動きのひとつである。 

また、リモートワークが定常化する中で、仕事をしていくためには、業務上だけでなく社員

同士のインフォーマルなコミュニケーションの大切さが再認識されることになった。Face to 

Faceのコミュニケーションがままならない中、情報共有関連の委員会からメールマガジンや

カンファレンスを通じ、情報を発信・提供することによって人と人との交流・交歓につなげて

いく。まずは、お互いを知り、みんなの知恵を合わせて、この難局を乗り切りたい。 
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Ⅱ．JMRA の会務  

 定時総会、理事会、総務委員会の開催 
定時総会、理事会、総務委員会を以下の通り開催する。 

 

 

 

 各種交流会・懇親会の開催 
総会懇親会 

トピックスセミナー 
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Ⅱ．JMRA の会務  

 定時総会、理事会、総務委員会の開催 
定時総会、理事会、総務委員会を以下の通り開催する。 

 

 

 

 各種交流会・懇親会の開催 
総会懇親会 

トピックスセミナー 

 

Ⅲ．各委員会の活動計画  

1．コンプライアンス委員会 

 委員会の目的 
 

 

 

 活動背景 
 

 

 活動内容 
 

 

 

 

 

 活動目標 
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2．ISO／TC225国内委員会 兼 マーケティング・リサーチ

規格認証協議会 

 委員会の目的 
 

 

 

 活動背景 
 

 

 

 活動内容 
 

 

 

 

 

 活動目標 
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3．公的統計基盤整備委員会 

 委員会の目的 
 

 

 

 活動背景 
 

 

 活動内容 
 市場動向分析小委員会の活動 
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3．公的統計基盤整備委員会 

 委員会の目的 
 

 

 

 活動背景 
 

 

 活動内容 
 市場動向分析小委員会の活動 

 

 

 

 

 ガイドライン推進小委員会の活動 
 

 

 事業推進小委員会の活動 
 

 

 活動目標 
 市場動向分析小委員会の活動目標 

 

 

 

 ガイドライン推進小委員会の活動目標 
 

 

 事業推進小委員会の活動目標 
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4．リサーチ・イノベーション委員会 

 委員会の目的 
 

 

 

 活動背景 
 

 

 

 活動内容 
 

 

 

 

 

 

 活動目標 
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4．リサーチ・イノベーション委員会 

 委員会の目的 
 

 

 

 活動背景 
 

 

 

 活動内容 
 

 

 

 

 

 

 活動目標 
 

 

 

  

5．カンファレンス委員会 

 委員会の目的 
 

 

 

 活動背景 
 

 

 

 活動内容 
 

 

 

 活動目標 
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6．インターネット調査品質委員会 

 委員会の目的 
 

 

 活動背景 
 

 

 活動内容 
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6．インターネット調査品質委員会 

 委員会の目的 
 

 

 活動背景 
 

 

 活動内容 
 

 

 

7．ウェブ・メルマガ委員会             

（旧：広報・宣伝委員会 ウェブ・メルマガ分科会） 

 委員会の目的 
 

 

 

 活動背景 
 

 

 活動内容 
 

 

 

 

 活動目標 
 

 

 

 

  



-　54　-

8．広報セミナー委員会               

（旧：広報・宣伝委員会 トピックスセミナー分科会） 

 委員会の目的 
 

 

 

 

 活動背景 
マーケティング・リサーチ産業ビジョンを背景に、市場調査業界の意識向上に貢献する。 

 活動内容 
 

 

 活動目標 
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8．広報セミナー委員会               

（旧：広報・宣伝委員会 トピックスセミナー分科会） 

 委員会の目的 
 

 

 

 

 活動背景 
マーケティング・リサーチ産業ビジョンを背景に、市場調査業界の意識向上に貢献する。 

 活動内容 
 

 

 活動目標 
 

 

  

9．情報共有基盤整備委員会 

 委員会の目的 
 

 

 活動背景 
 

 

 活動内容 
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10．マーケティング・リサーチ ナレッジ・エデュケーション委員会 

（旧：HRマネジメント委員会 教育分科会） 

 委員会の目的 
 

 

 

 

 活動背景 
 

 

 

 活動内容 
 

 

 

 

 活動目標 
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10．マーケティング・リサーチ ナレッジ・エデュケーション委員会 

（旧：HRマネジメント委員会 教育分科会） 

 委員会の目的 
 

 

 

 

 活動背景 
 

 

 

 活動内容 
 

 

 

 

 活動目標 
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11．定性カリキュラム委員会            

（旧：HRマネジメント委員会 定性カリキュラム小委員会） 

 委員会の目的 
 

 

 

 活動背景 
 

 

 

 

 活動内容 
 

 

 

 

 

 活動目標 
 

a) 定性調査がわかる基礎講座（2日間・2回） 

b) 実務に役立つ定性調査企画力養成講座（4日間・1回） 

c) 定性調査_インタビュースキル養成講座（4日間・1回） 

d) 定性調査_分析力養成講座（4日間・1回） 

e) イノベーションを起こすマーケティング・リサーチの在り方講座（5日間・1回） 
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12．キャリアアップ委員会                 

（旧：HRマネジメント委員会 マネージャー育成分科会） 

 委員会の目的 
 

 

 

 活動背景 
 

 

 

 活動内容 
 

 

 

 

 活動目標 
 

 

 

  

11．定性カリキュラム委員会            

（旧：HRマネジメント委員会 定性カリキュラム小委員会） 

 委員会の目的 
 

 

 

 活動背景 
 

 

 

 

 活動内容 
 

 

 

 

 

 活動目標 
 

a) 定性調査がわかる基礎講座（2日間・2回） 

b) 実務に役立つ定性調査企画力養成講座（4日間・1回） 

c) 定性調査_インタビュースキル養成講座（4日間・1回） 

d) 定性調査_分析力養成講座（4日間・1回） 

e) イノベーションを起こすマーケティング・リサーチの在り方講座（5日間・1回） 
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13．西日本コラボレーション研究会 

 委員会の目的 
 

 

 

 活動背景 
 

 

 

 活動内容 
 

 

 

 活動目標 
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13．西日本コラボレーション研究会 

 委員会の目的 
 

 

 

 活動背景 
 

 

 

 活動内容 
 

 

 

 活動目標 
 

 

 

  

14．CLT対策協議会 

 委員会の目的 
 

 

 

 

 活動背景 
 

 

 

 活動内容 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 活動目標 
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15．プライバシーマーク審査会 

 活動内容 
 

 

プライバシーマーク指定審査機関として、プライバシーマークと同等の PMS の運用を実

施する。 

 

個人情報保護法、JIS 規格の改定に伴い、関する最新情報を入手し、審査会としての対

応を遂行する。 
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15．プライバシーマーク審査会 

 活動内容 
 

 

プライバシーマーク指定審査機関として、プライバシーマークと同等の PMS の運用を実

施する。 

 

個人情報保護法、JIS 規格の改定に伴い、関する最新情報を入手し、審査会としての対

応を遂行する。 

 

  

Ⅳ．業界関連および会員支援活動等  

 JMRA広報活動の推進 
業界の認知度アップのための広報活動 

 

 

 JMRAサービスの充実 
 

 

 

 他団体との関係強化による交流の促進（国内外） 
 

 

 

 

 

 調査対象者、リサーチユーザーに向けた取り組み 
 

 

 JMRA運営関連業務の強化 
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 会員社数の増加の促進 
 2020年度 3月末 2021年度 3月末 2022年度拡大目標 

正会員社 112社 111社 113社（2社増） 

賛助会員（法人） 72社 64社 65社（1社増） 

賛助会員（個人） 103人 95人 100人（5人増） 

 

 




